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ベネズエラ・ボリバル共和国におけるオリノコ地帯の 
陸上カラボボ鉱区国際入札結果について（お知らせ） 

 
ベネズエラ・ボリバル共和国で行われたオリノコ地帯（注 1）の陸上カラボボ鉱区開発の国際

入札の結果、今般ベネズエラ政府より、当社を含む Chevron 社、三菱商事株式会社および地元企

業である Suelopetrol 社からなるコンソーシアム（以下、コンソーシアム）が同国オリノコ地帯

の北東に位置するプロジェクト 3（ブロック C2 South、ブロック C3 North およびブロック C5）
の開発者に指名されましたので、お知らせいたします。 
 
本コンソーシアムは、日量 40 万バレルの原油を生産・販売する合弁会社の株式の 40%を保有

し、残る 60%はベネズエラ国営石油会社（PDVSA)が保有することとされておりますが、合弁会

社の設立を含め開発事業にかかる具体的な諸条件については、今後、ベネズエラ政府側とコンソ

ーシアム間で協議を進めて参ります。 
 
当社は、PDVSA との合弁事業により同国東部地域のグアリコ州においてガス開発・生産事業

および原油開発・生産事業を進めているほか、独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構お

よび三菱商事株式会社とともにベネズエラ陸上フニン・ブロック 11 におけるオリノコ重質油の開

発可能性にかかる共同スタディを実施しております。当社は、今回の入札結果により、世界的に

も大きな埋蔵量を有するオリノコ地帯への参入の足がかりとし、今後とも、さらなるベネズエラ

での石油開発プロジェクトの開拓に努めて参ります。 
 
注 1）オリノコ地帯とは、ベネズエラのオリノコ川北岸、約 5 万 km2の広大な地域に帯状に分布する

重質油田地帯であり､カナダのオイルサンドを凌ぐ非在来型石油資源。原始埋蔵量は 1.2 兆バレ

ルで、そのうち将来的に開発可能なものは 2,600～2,700 億バレルと言われており、サウジアラ

ビアの在来型の原油埋蔵量にほぼ匹敵する量となる。 
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